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5/8～5/15/2019 

免疫学（p.96～131） 
 

Ａ．免疫学総論 
１．免疫とは 

△ ハシカなどに一度罹ると二度とは罹らない←もともとの「免疫」の意味 
△ 現在の定義……体内に存在する異物（   ：非自己）を自分自身（自己）と

見分け，それを排除する働き。 
△ 抗原は外来異物とは限らない……（   免疫）など。 
△ 本来，病気を予防するなど，「体によい（合目的的）」はずだが，異常を来すと

逆に「病気を作り出す」こともある。 
①免疫反応が強すぎる場合……（     ）→Ⅰ～（   ）に分類。 
②自分自身を「非自己」と認識する場合……（        ） 

 
２．免疫の種類 
1) 自然免疫と獲得免疫 

△ 自然免疫 p.96……（一度もその病気にかかっていないのに）生まれつき持って

いる生体防御機構。（例）上皮によるバリアーなど 
 

 
△ 獲得免疫 p.106, 121……生まれた後に獲得した免疫。 

①能動免疫……自ら作り出す免疫。ワクチン（人工的な異物）によるものを含む 
②受動免疫……母親から（   ：Ig  ）や（   ：Ig   ）を通じて， 
      あるいは他人・他の動物などの血清を注射する（   療法）など， 
      他人が獲得した免疫をもらう場合。 

 
2) 液性免疫と細胞性免疫（実際には複雑な免疫ネットワークがあり，区別しにくいが…） 

△ 液性免疫 p.116……（   ）を介する免疫。血清に溶けているので血清注射

で他人に渡すことができる（←   免疫） 
△ 細胞性免疫 p.119……（    球）を介する免疫。細胞を移すことで免疫を

渡すことができる 
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３．免疫に関与する細胞 p.108-115 
△ マクロファージ……異物を食べ，その情報を

リンパ球に分かりやすく示す 
（＝      細胞） 

 
△ Ｂリンパ球（Ｂ細胞）……骨髄幹細胞がファ

ブリキウス嚢相当器官で分化。 
抗原に感作されると，抗体を作る専門の細胞

（   細胞：     細胞）に分化する。 
 
△ Ｔリンパ球（Ｔ細胞）……骨髄幹細胞が

（   ）で分化。 
抗原の提示を受けて，感作Ｔ細胞になる。 
 
細胞傷害性Ｔ細胞（CTL,    Ｔ細胞）→

直接異物をやっつける 
調節性Ｔ細胞……Ｔ細胞やＢ細胞の働きを

調節する。（      ）Ｔ細胞 
 

 
 

 
 

異物の認識 
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Ｂ．液性免疫（p.116） 
１．抗体 
△ 血清タンパク質の（        ）分画に含まれる。 
△ ５つのクラスに分類される……量の多い順に（         ：    ） 
 

なまえ 構造 特徴 

IgG 
 

抗原刺激後（Ig  ）のあとに産生される。抗体の主体をなす。 
唯一胎盤を通過できる（＝      抗体）。 

IgM 

 

抗原刺激後（    ）産生される。 
胎盤を通過しない。 
よって胎児血（臍帯血）あるいは新生児血に存在すれば， 
（    ）感染を証明できる。 
 

IgA 

分泌液や粘液，（    ）などに多く含まれる。 
（   免疫）に重要。 
 
 
cf. ロタウイルス，（ポリオ）等の経口生ワクチン： 
 
 

IgD 
 

働きはよく分かっていない。 
 

IgE 
 

（  ）型アレルギーに関与する。 
 

 
△ 抗原刺激と抗体産生の時間的な関係……一次応答と二次応答（p.118） 

 
 
複数回のワクチン接種など，とくに二次応答による強い抗体産生を期待することを

（     効果）という。 
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２．補体……血清中にあり，C1 から C9 までの９つの主要成分からなる。 
（    経路），（    経路），（    経路）の３つの活性化経

路がある（p.106）。古典経路は（   ）免疫，他２つは（   ）免疫

に関与すると考えられる。 
古典経路の場合，抗原抗体複合体（    複合体）を認識して活性化

経路が開始される。そして最後に「膜傷害複合体（MAC）」を作り，細菌

などの細胞膜を破壊するなどの活性を持つ。 
その他補体活性化の結果生じた産物には，「      」効果（異物を

白血球に貪食されやすくする）などの効果がある。 
 

Ｃ．細胞性免疫（p.119） 
感作されたＴリンパ球が主体。感染免疫の一部，移植免疫，腫瘍免疫，Ⅳ型アレルギ

ー等に関与。 
 
１．感染免疫……（     ）性細菌によるもの，（    ）感染細胞など。 

★AIDS における日和見感染症は細胞性免疫不全によるもの。つまり AIDS に伴

う感染症をみると，細胞性免疫で守られている病気がよく分かる（→p.120） 
→→（例） 

２．移植免疫 
移植片の供与者＝（       ）；移植片の受容者＝（       ） 
拒絶反応＝受容者が移植片を拒絶する反応 

３．腫瘍免疫 
 

Ｄ．ワクチンと受動免疫（血清）療法（p. 121, 212, 83NOTE） 
△ワクチンは（    免疫），血清療法は（    免疫） 
△ワクチンの種類 
1) 不活化ワクチン：ホルマリン処理などで感染性をなくした微生物を用いる。 

（例）日本脳炎ワクチン，A 型肝炎ワクチンなど 
2) 成分ワクチン（コンポーネントワクチン）：感染防御に重要な抗原だけをとりだし

たもの。（例）インフルエンザワクチン（本態は         ），B 型肝炎

ワクチン（本態は      ）など。 
3) 弱毒生ワクチン：病原体の弱毒変異株を用いる。体内で増殖するので免疫の持続

がよい。（例）（    ）ワクチン，（     ）＝（   の予防）， 
4) トキソイド：無毒化した毒素分子を使用。（例） 
 
△現行のワクチン接種プログラム（p.212-3 の表，および次ページ参照） 

cf. 定期Ａ類，定期Ｂ類，任意 
 
△血清療法：受動免疫，つまり他の動物・ヒトが獲得した免疫（抗体）をもらう。 
抗毒素血清：（     ，     など） 
ヒト由来免疫グロブリン（非特異）：（    など） 
ヒト由来特異免疫グロブリン：（      ，     など） 
 
★異種動物（ウマ）で作製された抗毒素血清の場合，「    」に注意が必要。 

（p.104） 
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☆ワクチン接種プログラムは随時変更される場合がある（おたふくかぜが定期Ａ類

に？）ので，感染研ＨＰ（URL は p.7）等でチェックすること。特に国試前には

必ずチェックしてください。 
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Ｆ．免疫病（p.122） 
１．アレルギー 
抗原抗体反応が過剰に起こって生体が傷害されること。 
アレルギー反応の抗原＝（       ） 
そのメカニズムから，Coombs はⅠからⅣに分類した（次ページ）。 
 
 
２．自己免疫疾患（p.123） 
本来，自分の組織は自己として認識され，免疫系の攻撃の対象にならない。 
ところが，自己成分に対する抗体（＝       ）あるいは自己成分を認識す

る感作リンパ球が作られ，自分の組織の傷害が起こることがある。こうしておこる疾

患をいう。 
 
 

 
 
 
 
 
「なかのたかしのページ」 http://www.totoro.to/ 
とりあえず以前の看護師国家試験の微生物学関連問題やその解説などが載ってい

ます。授業のトピックスなど，自己学習の参考になる事項なども載せていく予定です。 
 
ご質問，文句，愛のメッセージなどはメールでご遠慮なく。totoro@totoro.to 

（24 時間以内に返信がない場合，「迷惑メール設定」をご確認下さい！！） 
 
p.6 の国立感染症研究所のホームページは http://www.nih.go.jp/niid/ja/， 
ワクチン関連は http://www.nih.go.jp/niid/ja/vaccine-j.html に情報があります。 
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